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地吹雪10周年 
平
成
一
一
年
 

「ワ
ー
ル
ド
・
ブリ
ザ
ー
ド
・
ツ
ア
ー」
 

オ
ー
プ
ーー
ン
グ前
の
安
全
祈
願
 

平成元年「女子大生のための地吹雪体験」オープニング 

ザ 
平成 3年「地吹雪結婚式」オープニング 

津
軽
地
吹
雪
会

（
会長

廿
角
田

周
）
が
主
催
す
る
冬

の
厄
介
も
の
 

「
地
吹
雪
」
を
逆
手
に
と
っ
た
冬

の
風
物
詩
「
地
吹
雪
体
験
ッ
ア

ー
」
 

が
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
 

一
月
二
十
日

に
は
、
体
験
ッ
テ
 

ー
の
オ

ー
プ

ニ
 
ン
グイ
ベ
 
ン
ト
 

「海
津
お
ん
な

の
地
吹
雪
旅
情
」
 

が
行
わ
れ
、
岐
阜
県
海
津
町
の
海

津
農
協
婦
人
部

一
行
三
十
五
人
が

参
加
。
 

又
こ
の
日
は
、
体
験
者
通
算
五

千
人

目
と
な
っ

た
土
方
幸

さ
ん
 

(
7
7）
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
 

体
験
会
場
で
あ
る
藤
枝
地
区
で

は
、
お
目
当
て
の
地
吹
雪
は
な
か
 

平成 4年「地吹雪体験5周年及び活性化大賞受賞」 

(
 

(
 



鰍 
平成 7年「地吹雪ウオッチング」オープニング 

へ
 

っ
た
も
の
の
大
寒
の
二
十
日
と
あ
 

っ
て
身
を
切
る
冷
た
い
風
が
吹
き
 

ト
 

つ
け
参
加
者
は
 
「寒
い

ー
の
大
合
 
、
！
 

日
白
。
 早

速
、
モ
ン
ぺ
姿
、
角
巻
き
、
 

か
ん
じ
き
姿
に
着
替
え
雪
原
ウ
ォ
 

ー
ク
や
金
太
郎
馬
そ
り
体
験
を
楽

し
み
ま
し
た
。
こ
の
後
じ
ゃ
っ
ぱ

汁
で
冷
え
き
っ
た
身
体
を
温
め
て

い
ま
し
た
。
 

水
谷
房
子
同
婦
人
部
長
（
5
0)
 

は
、
 
「地
吹
雪
体
験
十
周
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
に
立
ち
会
え
た

こ
と
は
う
れ
し
い
。
美
し
い
景
色

と
楽
し
い
遊
び
で
子
供
に
戻
っ
た

よ
う
で
す
」
と
冬
の
津
軽
を
堪
能

し
て
い
ま
し
た
。
 

③ 広報かなぎ川川lliii iI 

 

, ‘ ~ ， 

 

おかげさまで 
平成8年「好やねんノ関西ブリザード」オープニング 

 

露 ’1月羅 	一山 篇、~jf 鷺 ‘~二I膳：縄“ 簾 

平成 5年「あっぱれ恋女房の地吹雪体験」オープニング 平成6年「ェコノミック・ブリザード」オープニング 



欧
州
の
 

農
業
●福
祉
●
環
境
と
 

歴
史
を
訪
ね
て
④
 

役
場
企
画
室
 
今
 
義

律
 

デ
ン
マ

ー
ク
国
、バ
レ
ロ
ッ
プ
市
の
 

ゴ
ミ
処
理
状
況
 

一
、
バ
レ
ロ
ッ
プ
市
の
ゴ
ミ
対
策

デ
ン
マ
ー
ク
国
政
府
で
は
、
西

暦
二
、
〇
〇
〇
年
ま
で
に
ゴ
ミ
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
を
五
十
％
に
す
る

計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
国
内
の
各
自
治
体

で
は
、
ゴ
ミ
の
種
類
ご
と
に
分
け

て
収
集
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
 

今
回
、
訪
問
し
た
バ
レ
ロ
ッ
プ

市
で
も

一
九
七
七
年
か
ら
地
元
新

聞
な
ど
で
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の

必
要
性
、
収
集
の
有
料
化
を
市
民
 
 に

理
解
さ
せ
る
た
め
ギ
ャ
ン
ペ

ー
 

ン
を
続
け
、
現
在
で
は
市
民
が
協

力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
ぜ
有

料
化
に
す
る
か
と
い
う
と
、
デ
ン

マ
ー
ク
で
は
、
ゴ
ミ
埋
立
場
や
焼

却
場
に
ゴ
ミ
を
持
ち
込
む
と
処
理

料
の
他
に
ー
ト
ン
に
つ
き
二
千
九

百
円
相
当
の
ゴ
ミ
税
が
自
治
体
に

過
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
自
治

体
で
は
、
ゴ
ミ
税
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
一
生

懸
命
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
市

民
も
ゴ
ミ
の
量
が
増
え
る
と
市
に
 

（
再
利
用
）
 
九
・
ビ
ン
類

（
再

利
用
）
 
十
・
花
、
木
、
葉

（
コ

ン
ポ
ス
ト
）
 
十

一
．
家
具

（
焼

却
し
て
暖
房
）
 
十
二
．
鉄
、
金

属

（
溶
か
し
て
再
利
用
）
十

三
．
 

汚
染
さ
れ
た
土

（
特別
処
理
し
て

再
利
用
）
 
十
四
．
病
院
か
ら
出

る
ゴ
ミ

（
特別
処
理
）
 
十
五
．
 

オ
イ
ル
缶
、
ペ
ン
キ
、
家
庭
薬
品

類

（
特別
処
理
）
 
十
六
．
段
ポ
 

ー
ル

（
再
利
用
）
等
 

次
に
ゴ
ミ
の
収
集
方
法
で
す
が
、
 

各
家
庭
の
ゴ
ミ
は
目
立
つ
場
所
に

収
積
場
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に
ゴ

ミ
の
種
類
ご
と
に
入
れ
る
ボ
ッ
ク
 
 ス

を
置
い
て
い
る
。
二
週
に
一
回

市
の
収
集
車
が
ゴ
ミ
を
運
び
ま
す
。
 

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
ゴ
ミ
に
つ

い
て
は
、
市
が
設
置
し
た
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ

ー
に
市
民
が
直
接
持

ち
込
む
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
こ
に
は
ゴ
ミ
の
種
類
ご
と
に
十

四
の
大
き
な
コ
ン
テ
ナ
が
用
意
さ

れ
、
ゴ
ミ
を
持
ち
こ
ん
だ
人
は
自

分
で
種
類
ご
と
に
分
け
て
各
コ
ン

テ
ナ
に
入
れ
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
市
で
は
各
家
庭
か

ら
ゴ
ミ
処
理
料
金
を
徴
収
し
て
い

ま
す
が
、
金
額
は
年
額
で
次
の
と

お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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支
払
う
ゴ
ミ
処
理
料
金
も
値
上
が

り
す
る
た
め
、
分
別
処
理
と
リ
サ

イ
ク
ル
に
協
力
し
て
い
る
。
 

★
市
で
実
施
し
て
い
る
ゴ
ミ
の
分

類
は
次
の
と
お
り
。
 

一
．
新
聞
、
雑
誌

（
紙
と
し
て

再
利

用
）
 
二
．

ア
ス
ベ
 
スト

 

（
埋立
処
理
）
 
三
．
ア
ス
フ
ァ

ル
ト

（
再
利
用
）
 
四
．
乾
電
池
 

（
化
学
処理
）
 
五
．
バ
ッ
テ
リ
 

ー
（
化
学
処
理
）
 
六
．
建
築
廃

材
（
再
利

用
）
 
七
．

生
ゴ
ミ
 

（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
 
八
．
タ
イ
ヤ
 

▲エ場を思わせるゴミ焼却場内部 

(
 

(
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イ
ノ
ブ
タ
の
五
つ
子
誕
生
 

長男】町民の皆さんこんにちは。私達1月I日に生ま

れたイノブタの 5つ子。伊丸岡勇さん（48）の家
で飼われている黒豚のお母さんから生まれたん

だ。 
長女：私達、雄 2匹、雌3匹。体毛の模様も違うの。 

黒毛2匹に瓜模様が3匹。 
次女：今は、小犬位の大きさなんだけど、どの位大き

くなるかは私達にも判らないの。 
次男：僕達は、伊丸岡さん家のヒトシ君とシン君と遊

んでいる時が一番楽しい。だけど 
三女：皆イノブタが珍しいらしくて見物人が多くて、 

毎日アイドル並の忙しさね。今年は丑年なのに。 

へ
 

へ
 

● ア
パ
 
ト
付
近
の
ゴ
ミ
集
積
場
 
 

〇
一
軒
家
 

約
三
五
，

〇
〇
〇
円

〇
ア
パ
ー
卜

約
一
七
，
五
〇
〇
円

〇
別
荘
所
有
者
 

約
一
二
，

〇
〇
〇
円

市
の
担
当
者
に
現
在
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
、
不
法
投
棄
に
つ
い
て
質

間
し
た
と
こ
ろ
、
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
 

四
十
％

、
五
十
％

の
達
成
、
不
法

投
棄
の
違
反
者

は
無
い
が
、

ゴ
ミ

集
積
場
所
以
外
に
置
か
れ
た
ゴ
ミ

に
つ
い
て
は
、
真
似
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
ぐ

回
収
し
て
い
る
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
 

一
一
、バ
レ

ロ
ッ
プ
市
の
 

ゴ
ミ
焼
却
場
視
察

こ
こ
の
焼
却
場
は
一
九
七
〇
年

に
三
基
で

ス
タ
ー
ト
、
そ
の
後
一

九
七
七
年
に
一
基
追
加
し
、
現
れ

は
四
基
で

一
時
間
当
た
り
五
十
ト

ン
の
焼
却
能
力
を
有
し
て
い
ま
す
。
 

こ
こ
で
は
、
ゴ
ミ
を
燃
や
し
た
熱

を
発
電
や
地
域
暖
房
に
も
利
用
し

て
お
り
、
供
給
先
は
病
院
な
ど
の

公
共
施
設
で
す
。
 

運
ば
れ
る
ゴ
ミ
の
量
は
、
 一
日

平
均
、
収
集
車
五
百
台
、

約
千
百

ト
ン
に
も
な
り
、
現
在
の
施
設
で

は
焼
却
能
力
が
限
界
な
た
め
、

一
一

年
後
に
五
番
目
の
焼
却
炉
が
建
設

さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。
 

施
設

の
中
に
入
っ
て
み
る
と
悪
 
 臭

が
少
な
い
。

こ
れ
は
ゴ
ミ
の
分

別
収
集
と
リ
サ
イ
ク
ル
が
か
な
り

進
ん
で
い
る
こ
と
が
実
際
目
で
見

て
確
認
で
き
ま
し
た
。
有
害
物
質

で
あ
る
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
対
策
に
つ

い
て
も
、焼
却
炉
内
の
温
度
を

一
，
 

〇
〇
〇
で
程
度
に
保
つ
こ
と
で

発

生
を
抑
え
る
方
法
を
と
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、

ジ
ュ
ー
ス
な

ど
の
空
き
缶
が
見
当
ら
な
い
の
で

聞
い
て

み
る
と
 
「国
が
法
律
で

ビ
 

ー
ル
、
ジ
ュ
ー
ス
は
缶
を
禁
止
し
、
 

リ
サ
イ
ク
ル

の
で
き
る
瓶
の
使

用
 
 を

義
務
付
け
て
い
て
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
の
容
器

に
つ
い
て
も
製
造

企
業
に
対
し
、
五
十
％
の
使
い
捨

て
税
を
課
税
し
て
い
る
」
と
市
の

担
当
者
が

説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

環
境
に
対
す
る
取
組
み
は
、
ゴ
ミ

を
出
す
人
と
、
企
業
に
対
し
、
処

理
に
対
す
る
協
力
の
義

務
を
課
す

こ
と
で
解
決
す
る
と
い
っ
た
思
い

切
っ
た
政
策
を
行
っ

て
い
る
こ
と

を
知
り
、

日
本
で
も
見
習
う
べ
き

点
が
多

い
と
感
じ
た
。
 



第
十
回
住
宅
無
料
相
談
日
が
ニ
月

二
日
、
金
木
町
商
工
会
館
一
階
ホ
 

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
住
宅
無
料
相
談
日

は
、
同
部

会
が
日
ご
ろ
の
愛
顧

に
対
す
る
感

謝
と
今
後

の
消
費
拡
大
を
図
る
た

め
に
開
い
て
お
り
、
町
民
に
好
評

を
博
し
て
い
ま
す
。
 
 

官
、
板
金
、
木
工
、
電
工
、
畳
、
 

鉄
工
、
塗
装
、
製
材
、
金
融
の
十

一
部
会
が
専
門

コ
ー
ナ
ー
を
設

け

て
、
担
当
者
が

そ
れ
ぞ
れ
新
築
や

改
築
、
修
理
に
関
す
る
相
談
に
訪

れ
た
人
を
相
手
に
ア
ド
バ
イ
ス
や

指
導
を
行

い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
会
場
に
は
、
地
元
企
業

な
ど
か
ら
出
品
さ
れ
た
木
工
品
や

食
品
類
の
展
示

即
売

の
他
に
も
持

参
し
た
包
丁
を
無
料
で
研
い
で

く

れ
る
サ
ー
ビ

ス
も
行
わ
れ
、
大
勢

の
町
民
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

，
 

金
木
町
商
工
会
建
設
工
業
部
会

た
す

（
会
長
ー
長
尾
甚
五
郎

）
主
催
の
 

‘
一・
」【
】
、
、
ソ
！
、
 、
い
、7
7
 

‘
】・
」
d
dIし
0
]
n
~
Z

ト
ノ
ーズ
ー
ー
 

ト
親
身
に
ご
相
談
に
  の
り
ま
す
 

会
場
に
は
、
大
工
、

建
築
、
左
 

初
釜
を
楽
し
む
 

茶
道
の
遠
州
流
金
木
支
部

（
支

部
長
廿
西
津
宗
美
）
の
初
釜
が
、
 

一
月
＋
五
日
の
小
正
月
に
合
わ
せ

て
西
津
旅
館
で
行
わ
れ
、
約
四
十

人
が
新
年
の
茶
事
を
楽
し
み
ま
し

た
。
 

茶
室
の
床
の
間

に
は
、
冬
の
花

・

、
 ・
・
水仙
、
春
の
花

・
梅
が
つ
つ
ま
し

や
か
に
飾
ら
れ
招
待
客
の
目
を
楽
 
 し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。
 

西
津
支
部
長
は
 
「先
人
が
残
し

て
く
れ
た
誇

る
べ
き
教
育
、

文
化

が
金
木
町
に
は
あ
り
ま
す
。

そ
れ

に
甘
え
る
こ
と
な

く
茶
道
を
通
し

て
精
神
の
向
上
を
目
指
し
、
常
に

修
業
し
て
い
き
た
い
」
 
と
、今
年

の
抱
負
を
話

し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
 ス
ー
ッ
姿
の
男
性
や

和
服
姿
で
出
席
し
た
女
性
は
、
御

手
前
の
点
て
た
抹
茶
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
 

ト
け
っ
こ
う
な
御
手
前
で
 

  

」
ル
！烈

F
わ
《が
山
あ・
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手
も
汚
さ
ず
、
腰
も
曲
げ
ず
、
 

字
を
書
く
こ
と
も
な

く
、
座
っ
て

舌
先
三
寸
動
か
し

て
い
る
だ
け
。
 

こ
れ
が
私
の
仕
事
で
す
。
自
分
の

頭
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、
人
様
の

頭
が
考
え
た
こ
と
を
別
の
言
語

に

置
き
換
え
る
だ
け
。
 
「
通
訳
人
」
 

と
い
う
ぺ

て
ん
な
仕
事
で
す
。
 

そ
れ
は
、
私
が
津
軽

に
生
ま
れ

た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
す
。
 

思
え
ば
十
八
の
春
に
東
京
に
出

て
き
た
時
、
自
分
の
津
軽
弁
が

こ

ぽ
れ
な

い
よ
う
に
と
、

人
知
れ
ず

苦
労
し

た
こ
と
が
思
い
返
さ
れ
ま

す
。

い
つ
の
日
で
あ
っ
た
か
、
東

京
の
友
達
を

ふ
る
さ
と
の
津
軽
に

誘
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
友
達
は
、
 

外
国
に
い
っ
た
時
の
よ
う
に
、
私

の
そ
ば
か
ら
離
れ
ず
、
 
「何
と
言

っ
て
い
る
の
？
」
と
不
安
そ
う
に

津
軽

の
言
葉
の
意
味
を
私
に
求
め

ま
す
。
私
は
一
躍
津
軽
弁
の
通
訳
 
 人

に
変
身
。
 

人
生
と
は
不
思
議
な
も
の
で
、
 

そ
の
後
縁
あ
っ
て
東
京
で
知
り
合

っ
た
ペ
ル
シ
ャ
の
人
と
結
婚
を
す

る
は
め
に
な
リ
ま
し
た
。
私
は
夫

の
国
、
イ
ラ
ン
に
行
き
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
は
水
で
も
飲
む
よ
う
に
、
 

自
然
に
ペ
ル
シ
ャ
語
を
覚
え
ま
し

た
。
十
八
年
も
い
れ
ば
バ
カ
で
も

言
葉
の
ひ
と
つ
、
ふ
た
つ
は
覚
え

ま
す
。
そ
し
て
日
本
に
帰
っ
て
み

る
と
 
「ペ
ル
シ
ャ
語
の
達
人
」
 
と

い
う
風
に
見
ら
れ
、
 つ
い
に
正
式

に
 
「通
訳
人
」
を
仕
事
と
す
る
よ

う
に
な
っ

た
の
で
す
。
 

こ
う
し

て
通
訳
業
を
し

て
お
り

ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
津
軽
弁

の
労
も
ペ
ル

シ
ャ
語
の
労
も
何
の

違
い
も
な

い
の
で
す
か
ら
、
世
間

様
に
申
し
訳
の
な
い
こ
と
だ
と
ず
 

ー
っ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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